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新
・
正
副
議
長
の
あ
い
さ
つ

　

吉
田
町
議
会
議
長
就

任
の
ご
挨
拶
を
申
し
上

げ
ま
す
。

　

残
り
2
年
間
の
在
任

期
間
で
、
議
長
と
し
て

「
コ
ト
と
向
き
合
い
、
コ

ト
に
向
か
う
議
会
」
の

構
築
を
目
指
す
所
存
で

あ
り
ま
す
。

　
「
コ
ト
」
と
は
、
町
の

政
策
の
「
コ
ト
」、
地
域

課
題
の
「
コ
ト
」、
町
民

の
声
が
映
し
出
す
「
現

実
の
コ
ト
」
な
ど
私
た

ち
が
真
正
面
か
ら
向
き

合
う
べ
き
〝
事
実
〟
や

〝
課
題
〟
そ
の
も
の
で
あ

り
ま
す
。

　

私
は
、
こ
れ
ら
の
コ

ト
と
向
き
合
う
、
す
な

わ
ち
〝
事
実
〟
に
忠
実

で
あ
る
こ
と
を
、
議
会

の
基
本
姿
勢
と
し
て
大

切
に
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
そ
し
て
も
う

一
歩
踏
み
込
ん
で
、「
コ

ト
に
向
か
う
」、
議
論

と
行
動
に
よ
り
、「
課
題

に
立
ち
向
か
う
議
会
」

を
目
指
し
、
旗
振
り
役

を
務
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
「
徳
は
弧
な
ら
ず
、

必
ず
隣
あ
り
」

　

誠
実
な
生
き
方
と
い

う
の
は
、
他
人
の
思
惑

な
ど
顧
み
る
こ
と
な
く
、

ひ
た
す
ら
孤
独
の
う
ち

で
磨
か
れ
る
も
の
。
だ

が
そ
れ
が
必
ず
や
他
人

の
こ
こ
ろ
に
響
く
。

　

吉
田
町
議
員
全
員
が

し
っ
か
り
考
え
、
人
の

意
見
を
し
っ
か
り
聞
き

話
し
合
い
、
だ
れ
も
が

活
発
に
発
言
す
る
た
め

の
雰
囲
気
を
持
つ
環
境

づ
く
り
を
す
る
。

　

し
っ
か
り
時
間
を
か

け
誰
も
が
理
解
し
納
得

で
き
る
、
確
か
な
ル
ー

ル
を
作
り
、
一
体
と

な
っ
た
公
平
・
公
正
な

議
会
、
委
員
会
の
運
営

を
行
う
。

　

町
民
の
意
見
を
し
っ

か
り
聞
き
伝
え
る
た
め

に
、
何
を
ど
の
よ
う
に

「
改
善
」す
る
か
を
考
え
、

開
か
れ
た
議
会
を
目
指

し
、「
議
長
を
補
佐
す

る
副
議
長
の
役
割
」
を

し
っ
か
り
と
果
た
す
。

「
コ
ト
と
向
き
合
い
、コ
ト
に
向
か
う
議
会
」

の
構
築
を
目
指
し
て

議
長　

増
田 

剛
士

一
体
と
な
っ
た
公
平
・
公
正
な
議
会
に

副
議
長　

山
内 

均

委員会の新体制が決定 ◎委員長　〇副委員長
産業建設常任委員会

　

楠
元
由
美
子

〇
平
野　
　

積

◎
大
石　
　

巌

　

大
石　

裕
之

　

蒔
田　

昌
代

　

福
世　

義
己

産業課、建設課、都市環境課、上下水道課および農業
委員会の所管に属する事項の調査を行う。

総務文教常任委員会

　

盛　

純
一
郎

　

山
内　
　

均

　

平
野　
　

積

◎
八
木　
　

栄

〇
楠
元
由
美
子

　

増
田　

剛
士

　

三
輪
美
由
紀

総務課、防災課、企画課、財政管理課、税務課、町民
課、福祉課、こども未来課、健康づくり課、会計課、教育
委員会、選挙管理委員会、監査委員および固定資産評
価審査委員会の所管に属する事項の調査を行う。

議長
増田　剛士

副議長
山内　均
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議会運営委員会

　

山
内　
　

均

　

楠
元
由
美
子

◎
平
野　
　

積

〇
三
輪
美
由
紀

　

八
木　
　

栄

　

大
石　
　

巌

地方自治法109条による、議会運営を円滑に運ぶため、
会期および議事日程などの協議を行う。

議会ＤＸ推進特別委員会

　

平
野　
　

積

　

楠
元
由
美
子

◎
蒔
田　

昌
代

〇
増
田　

剛
士

　

大
石　
　

巌

議会活動のデジタル化、インターネット活用の推進を図
るため、議員のスキル向上および議会DX推進を目指し
調査研究を行う。

吉田町議会議員定数等検討特別委員会

　

平
野　
　

積

○
大
石　

裕
之

◎
八
木　
　

栄

　

大
石　
　

巌

　

蒔
田　

昌
代

　

福
世　

義
己

吉田町の現状に適した吉田町議会議員の定数等の調査
研究を行う。

議会広報特別委員会

　

平
野　
　

積

　

山
内　
　

均

◎
楠
元
由
美
子

〇
蒔
田　

昌
代

　

八
木　
　

栄

　

大
石　
　

巌

　

大
石　

裕
之

年4回の定例会に合わせて、全戸に配布する「議会だよ
り」の立案・編集・校正・発行を行う。

吉
田
町
牧
之
原
市
広
域
施
設
組
合
議
会
議
員

・
大
石
裕
之　
　

・
福
世
義
己　

・
楠
元
由
美
子

・
三
輪
美
由
紀　

・
蒔
田
昌
代　

・
八
木　

栄　

・
増
田
剛
士（
副
議
長
）

▽
吉
田
町
牧
之
原
市
広
域
施
設
組
合
と
は
？

　

吉
田
町
と
牧
之
原
市
（
旧
榛
原
町
）
の
広
域
的
な
行
政
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
す
る
た
め
に
運
営
さ
れ
て
い
る
組
織
で
す
。

　

実
施
事
業
は
、
し
尿
処
理
施
設
・
ご
み
処
理
施
設
・
火
葬
場
・

学
校
給
食
共
同
調
理
場
の
4
施
設
と
な
り
ま
す
。

榛
原
総
合
病
院
組
合
議
会
議
員

・
平
野　

積  　

・
大
石　

巌  　

・
山
内　

均（
議
長
）

▽
榛
原
総
合
病
院
組
合
と
は
？

　

吉
田
町
と
牧
之
原
市
に
よ
り
設
立
し
、
指
定
管
理
者
制
度

よ
り
運
営
さ
れ
て
い
る
総
合
病
院
で
、
そ
の
事
務
管
理
を

担
う
の
が
病
院
組
合
で
す
。

駿
遠
学
園
管
理
組
合
議
会
議
員

・
大
石
裕
之

▽
駿
遠
学
園
と
は
？

　

志
太
榛
原
地
域
の
4
市
2
町
で
運
営
さ
れ
て
い
る
福
祉
型

障
害
児
施
設
で
、
18
歳
未
満
の
障
害
の
あ
る
児
童
が
入
所

し
、
将
来
の
自
立
生
活
に
必
要
な
知
識
技
能
を
習
得
し
、

社
会
生
活
に
適
応
で
き
る
人
に
育
て
る
た
め
、
能
力
に
応

じ
た
指
導
・
訓
練
を
行
う
施
設
で
す
。

吉
田
町
監
査
委
員

・
三
輪
美
由
紀

▽
監
査
委
員
と
は
？

　

行
政
機
関
（
吉
田
町
）
の
事
務
や
会
計
の
執
行
・
管
理
が

適
法
か
つ
公
正
に
行
わ
れ
て
い
る
か
否
か
を
調
査
し
、
必
要

に
応
じ
改
善
勧
告
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
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条例の一部改正、
一般会計補正予算 など 可決

令和7年第2回定例会

【令和7年第２回吉田町議会定例会】 （会期：６月２日～６月１６日）
　条例の一部改正２件、補正予算２件、財産取得１件の計５議案を審議し原案のとおり可決した。
　併せて、法令に基づく専決処分事項の報告が３件あった。また、発議案１件を可決、請願１件を不採択
とした。

発議案の概要
　現行の「町長の専決処分委任事項の指
定について」、町が加入して組織する一部
事務組合及び広域連合に係る関係地方公
共団体の名称変更などに関する協議も加
える条例改正である。

請願第１号の概要
　校務のDXによる業務効率化や業務内容の見直しを進め
るなど、働き方改革の推進や教職調整額の引き上げ、時
間外勤務を抑制するなどの意見書の提出を求める請願で
ある。

＜町長提出議案＞
議案番号 件　　　　　　　名 審議結果

第38号 吉田町水道事業及び下水道事業の設置等に関する条例の一部を改正する条例の
制定について

可決
※P6参照

第39号 令和7年度吉田町一般会計補正予算（第1号）について 可決

第40号 特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改正す
る条例の制定について 可決

第41号 令和7年度吉田町一般会計補正予算（第2号）について 可決
第42号 令和7年度可搬式排水ポンプの取得について 可決

＜法令に基づく報告＞
第2号報告 令和6年度吉田町繰越明許費繰越計算書（一般会計）の報告について
第3号報告 令和6年度吉田町水道事業会計予算繰越計算書の報告について
第4号報告 令和6年度吉田町公共下水道事業会計予算繰越計算書の報告について

＜その他の議案＞
発議案第3号 町長の専決処分委任事項の指定についての一部を改正する指定について
請願第1号 公立の義務教育諸学校の適正な教員数の維持・確保を求める意見書採択に関する請願

≪令和6年度吉田町繰越明許費繰越計算書の主な内容≫
款 事　業　名 7年度繰越額（万円）

民生費 物価高騰生活支援臨時給付金給付事業費 4,583
衛生費 母子保健衛生費 71

農林水産業費 津波・高潮危機管理対策事業費 2,525

土木費
吉田町内道路舗装修繕事業費 4,600
大幡川改修事業費 5,140
西の宮雨水幹線整備事業費 3,240
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令和７年度吉田町一般会計補正予算（第1号）
歳入歳出にそれぞれ１１１万円を追加し、総額１４９億５，０１１万円とする

【主な補正】
歳入	 国庫支出金	 （障害者総合支援事業費補助金） 	 ４９万円
	 県支出金	 （参議院議員選挙費）	 １０万円
	 繰入金	 （財政調整基金繰入金）	 ４９万円
歳出	 民生費	 （心身障害者自立支援事業費）	 ９９万円

令和７年度吉田町一般会計補正予算（第２号）
歳入歳出にそれぞれ１，０１３万円を追加し、総額１４９億６，０２４万円とする

【主な補正】
歳入	 国庫支出金	 （物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金）	 ９２９万円 
	 繰入金	 （財政調整基金繰入金）	 ８４万円
歳出	 商工費	 （商工業振興費）	 １, ０１３万円

議
案
に
対
す
る
質
疑

第
41
号
議
案　

一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
２
号
）

歳　
　

出

商
工
業
振
興
費

問

以
前
は
住
民
税
非
課
税

世
帯
へ
の
給
付
金
制
度
が

あ
っ
た
。
今
回
の
プ
レ
ミ

ア
ム
付
商
品
券
追
加
発
行

の
予
算
で
あ
る
が
、
税
金

は
払
っ
て
い
て
も
商
品
券

を
購
入
す
る
こ
と
が
大
変

な
低
所
得
世
帯
へ
配
布
す

る
考
え
は
な
か
っ
た
の
か
。

答

財
源
は
国
か
ら
の
交
付

金
を
活
用
す
る
も
の
で
、

低
所
得
者
向
け
で
は
な
く
、

生
活
支
援
・
消
費
喚
起
を

促
す
も
の
と
し
て
商
品
券

発
行
に
追
加
補
助
す
る
も

の
で
あ
る
。

問

住
民
税
非
課
税
世
帯
で

は
な
く
、納
税
者
の
う
ち
、

低
所
得
世
帯
に
使
っ
て
も

ら
う
た
め
に
商
品
券
を
配

布
し
て
は
ど
う
か
。

答

無
償
配
布
か
有
料
か
の

所
得
の
基
準
を
判
断
す
る

こ
と
が
難
し
い
た
め
行
わ

な
い
。

第
42
号
議
案　

可
搬
式
排
水

ポ
ン
プ
の
取
得

問

ポ
ン
プ
の
設
置
は
外
部

に
委
任
す
る
と
し
て
い
る

が
、
365
日
・
24
時
間
い
つ

で
も
で
き
る
の
か
。

答

災
害
時
の
応
援
協
定
を

町
内
業
者
と
締
結
し
て
お

り
、
緊
急
時
に
対
応
し
て

も
ら
え
る
。

問

大
量
の
降
雨
時
、
緊
急

性
が
求
め
ら
れ
る
。
積
載

車
を
購
入
し
て
は
ど
う
か
。

答

購
入
費
や
維
持
管
理
費

な
ど
か
か
る
の
で
購
入
は

考
え
て
い
な
い
。
運
用
の

中
で
多
用
さ
れ
る
よ
う
で

あ
れ
ば
検
討
す
る
。

第
38
号
議
案　

水
道
事
業
及

び
下
水
道
事
業
の
設
置
等
に

関
す
る
条
例
改
正

問

令
和
13
年
度
ま
で
の
下

水
道
事
業
計
画
の
人
口
・

処
理
能
力
推
計
値
は
、
８

年
度
に
管
き
ょ
整
備
計
画

が
終
了
す
る
。
13
年
度
ま

で
の
推
計
は
意
味
が
な
い
。

答

６
年
度
か
ら
13
年
度
ま

で
の
事
業
計
画
を
決
定
し
、

県
に
協
議
し
て
了
解
す
る

旨
の
通
知
を
受
け
た
こ
と

に
よ
る
条
例
改
正
の
議
案

で
あ
る
。
推
計
人
口
や
処

理
能
力
の
変
更
は
確
認
さ

れ
て
い
る
も
の
で
あ
り
、

論
点
が
違
う
。

第38号議案の主な概要
　計画処理人口を１４，７００人から
１２，２９６人へ、１日最大処理能力を
７，３００㎥から５，９００㎥へと条例の
改正をする。

排水ポンプ電源ユニット
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反
対
討
論

山
内 
均 
議
員

　

第
38
号
議
案
は
、
第
３

項
第
２
号
中
１
４
７
０
０

人
を
１
２
２
９
６
人
に
改

め
る
も
の
で
あ
る
。
根
拠

は
２
年
の
国
勢
調
査
を
基

に
推
計
さ
れ
、
２
年
度
の

２
８
４
６
８
人
か
ら
13

年
度
で
は
２
６
５
５
８
人

に
な
る
。
２
年
度
を

100
と

す
る
と
、
93
・
３
％
と
な

る
。
下
水
道
区
域
内
の
人

口
も
同
様
に
減
少
す
る
も

の
と
し
、
２
年
度
の
区
域

内
人
口
１
３
１
７
８
人
に

93
・
３
％
を
か
け
、
１
２

２
９
６
人
と
推
定
し
た
計

画
値
と
説
明
さ
れ
た
。
し

か
し
、
８
年
度
で
新
規
の

下
水
道
事
業
は
終
わ
り
新

た
な
拡
大
は
な
い
。
８
年

度
以
降
は
公
共
下
水
道
事

業
に
関
す
る
確
実
な
実
体

が
得
ら
れ
る
。

　

実
態
を
調
査
し
て
ほ
し

い
。

賛
成
討
論

大
石 

巌 

議
員

　

下
水
道
事
業
計
画
の
変

更
に
伴
う
条
例
改
正
に
賛

成
す
る
。

　

６
年
度
か
ら
13
年
度
の

事
業
計
画
に
つ
い
て
静
岡

県
に
協
議
し
、
３
月
に
了

と
す
る
通
知
を
受
け
て
、

条
例
第
２
条
の
３
「
下
水

道
事
業
の
経
営
の
規
模
」

の
う
ち
計
画
処
理
人
口
を

１
４
７
０
０
人
か
ら
１
２

２
９
６
人
へ
、
一
日
最
大

処
理
能
力
を
７
３
０
０
㎥

か
ら
５
９
０
０
㎥
へ
と
変

更
す
る
内
容
で
あ
り
、
事

業
計
画
の
変
更
に
合
わ
せ

て
条
例
改
正
を
行
う
も
の

で
あ
る
。

　

13
年
度
の
処
理
人
口
や

処
理
能
力
の
推
計
は
、
直

近
の
国
政
調
査
を
基
に
し

た
吉
田
町
の
推
計
人
口
で

あ
り
、
適
正
な
規
模
と
理

解
す
る
。

討　
　

論

〈賛否分かれた審議の結果〉
議
席 ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪ ⑫ ⑬

第
38
号
議
案

大
石　

裕
之

盛　

純
一
郎

楠
元
由
美
子

福
世　

義
己

蒔
田　

昌
代

大
石　
　

巌

三
輪
美
由
紀

平
野　
　

積

八
木　
　

栄

山
内　
　

均

増
田　

剛
士

〇 － 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● ※

賛成：〇　反対：●　欠席：－　　　　　　　　　　　　※法令の定めにより議長に表決権はありません。

第
２
回 

臨
時
会　
令
和
７
年
５
月
15
日

　
専
決
処
分
事
項
3
件
、
財
産
の
取
得
１
件
、
町
道
の
路
線
廃

止
１
件
、
町
道
の
路
線
認
定
1
件
の
６
議
案
を
審
議
し
可
決
、

認
定
し
た
。
ま
た
、
法
令
に
基
づ
く
専
決
処
分
事
項
の
報
告

が
、
1
件
あ
っ
た
。

第
35
号
議
案

小
中
学
校
学
習
者
用
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
ー
取
得
に
つ
い
て

住
吉
小
学
校	

３
７
７
台

中
央
小
学
校	

５
２
９
台

自
彊
小
学
校	

４
２
５
台

吉
田
中
学
校	

７
５
７
台

予
備
機　
　

	

３
１
２
台

	

計
２
４
０
０
台

問

納
入
期
限
が
７
年
10
月

31
日
、
納
入
後
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
は
。

答

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
納
入

後
、
７
年
度
３
月
ま
で
に

順
次
セ
ッ
テ
ィ
ン
グ
作
業

を
行
い
、
８
年
４
月
１
日

に
新
し
い
端
末
で
全
児
童

生
徒
が
運
用
で
き
る
よ
う

に
計
画
を
進
め
て
い
る
。

問

納
入
台
数
の
根
拠
は
７

年
３
月
３
日
現
在
の
各
学

校
の
人
数
を
基
に
し
て
い

る
が
、
児
童
生
徒
数
は
７

年
度
は
減
っ
て
い
る
。
８

年
度
も
減
る
と
思
う
。
８

年
度
の
人
数
を
想
定
し
た

台
数
を
発
注
す
べ
き
で
あ

る
と
思
う
が
。

答

児
童
生
徒
は
減
少
傾
向

に
あ
る
が
、
予
備
機
は
児

童
生
徒
数
に
対
し
て
15
％

ま
で
が
補
助
の
対
象
に
認

め
ら
れ
て
い
る
。
国
も
教

育
を
止
め
な
い
と
い
う
方

針
で
15
％
ま
で
認
め
て
い

る
。
町
と
し
て
は
最
大
限

そ
れ
を
利
用
し
た
数
字
を

挙
げ
て
い
る
。

第
37
号
議
案

町
道
の
路
線
認
定
（
民
附

９
・
10
・
11
号
線
に
つ
い
て
）

問

道
路
の
地
盤
改
良
は
町

が
指
導
す
る
の
か
。

答

開
発
行
為
で
で
き
る
も

の
に
な
っ
て
お
り
、
静
岡

県
の
許
可
を
得
て
土
地
開

発
を
行
っ
て
い
く
。
県
の

基
準
で
対
応
し
て
い
く
。
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問
question

児
童
生
徒
の
読
解
力
向
上
策
は

答
answer

本
年
度
は
情
報
活
用
能
力
の
育
成
に
取
り
組
む

平
ひら

野
の

　 積
つもる

議
員

問

情
報
活
用
能
力
の
育
成

で
読
解
力
が
向
上
す
る
と

考
え
る
根
拠
は
。

答

読
解
力
は
読
み
解
く
力
。

　

文
章
の
ど
こ
に
問
わ
れ
て

い
る
情
報
が
あ
る
の
か
。

情
報
と
情
報
を
整
理
し
答

え
を
出
す
。
こ
の
よ
う
な

情
報
活
用
能
力
は
読
解
力

と
つ
な
が
っ
て
い
る
の
で

は
な
い
か
と
考
え
、
今
年

は
重
点
を
置
い
て
い
る
。

問

問
題
文
の
意
味
が
分
か

ら
ず
正
解
で
き
な
い
子
ど

も
が
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
を

得
た
と
し
て
も
そ
の
内
容

を
理
解
し
活
用
で
き
る
か
。

答

基
礎
的
、
基
本
的
な
力

が
な
け
れ
ば
、
読
解
力
に

は
結
び
つ
け
ら
れ
な
い
。

問

小
学
１
年
生
の
語
彙
量

は
平
均
３
５
０
０
く
ら
い

で
あ
る
が
、
語
彙
量
の
少

な
い
子
は
先
生
の
話
を
理

解
で
き
な
い
可
能
性
が
あ

る
。
そ
の
対
策
の
一
つ
に

教
科
書
な
ど
の
音
読
が
あ

る
。
音
読
は
文
字
を
目
で

認
識
し
、口
に
出
し
読
み
、

耳
か
ら
再
び
認
識
す
る
。

加
え
て
、
黙
読
で
あ
り
が

ち
な
飛
ば
し
読
み
が
で
き

な
い
。
そ
れ
に
よ
っ
て
文

脈
の
理
解
が
深
ま
る
と
さ

れ
て
い
る
。
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用

を
推
奨
す
る
吉
田
町
で
は

授
業
で
ど
の
く
ら
い
音
読

が
行
わ
れ
て
い
る
の
か
。

答

音
読
の
必
要
性
は
理
解

し
て
い
る
。
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用

と
の
両
立
を
考
え
、
学
校

と
協
議
し
進
め
て
い
く
。

問

リ
ー
デ
ィ
ン
グ
ス
キ
ル

テ
ス
ト
は
教
科
書
の
文
章

を
正
確
に
読
解
す
る
力
を

測
定
す
る
も
の
で
あ
る
。

こ
の
テ
ス
ト
の
正
解
率
は

全
国
学
力
テ
ス
ト
の
正
答

率
や
高
校
入
試
の
総
合
点

と
強
い
正
の
関
係
が
あ
る

こ
と
が
証
明
さ
れ
て
い

る
。
吉
田
町
で
も
児
童
生

徒
や
教
職
員
が
こ
の
テ
ス

ト
を
受
け
れ
ば
、
読
解
力

に
つ
い
て
の
現
状
を
自
己

認
識
し
、
毎
年
の
受
験
で

そ
の
成
長
を
把
握
で
き

る
。
受
験
し
て
は
ど
う
か
。

答

テ
ス
ト
の
内
容
を
確
認

し
な
が
ら
、
予
算
の
絡
み

も
考
え
、
ど
の
よ
う
に
取

り
入
れ
て
い
く
か
を
議
論

し
て
い
く
。

　

※
例
題
の
答
え
は
〇
武
士

　
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
に
お
い
て
町
が
掲
げ
る
「
そ
の
平
均
正

答
率
が
全
教
科
県
平
均
以
上
」
の
指
標
が
長
年
達
成
で
き
て
い
な
い
。

原
因
の
例
と
し
て
読
解
力
不
足
と
低
学
年
の
基
礎
的
、
基
本
的
な
学
習

内
容
の
定
着
不
足
が
示
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
提
案
を
含
め
質
問
し
た
。

リーディングスキルテストの例題
以下の文を読みなさい。
　近畿地方を中心に、領主や鎌倉幕府に従わず、年貢をう
ばう武士があらわれた。
この文脈において、以下の文中の空欄にあてはまる最も適
当なものを選択肢のうちから１つ選びなさい。
　年貢をうばうのは（　　　　　）である。
　〇近畿地方  〇領主  〇鎌倉幕府  〇武士
出典：一般社団法人教育のための科学研究所 ＨＰ

全国学力調査における吉田町と静岡県の平均正答率差

年度
小学生 中学生

国語 算数 国語 数学
R3 0.4 −0.2 −0.6 −2.0
R4 −1.1 −3.0 −2.8 −4.0
R5 −1.9 −2.5 −2.1 −6.0
R6 −3.0 −8.8 1.3 −1.8
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問

ト
ン
ネ
ル
工
事
が
静
岡

県
境
ま
で
進
ん
で
い
る

が
、
現
状
を
ど
う
見
る
か
。

答

Ｊ
Ｒ
東
海
と
は
、
法
に

基
づ
く
環
境
影
響
評
価
を

踏
ま
え
県
と
と
も
に
対
話

を
行
っ
て
い
る
。

　
　

県
は
、
中
央
新
幹
線
環

境
保
全
連
絡
会
議
を
立
ち

上
げ
る
と
と
も
に
、
大
井

川
流
域
10
市
町
で
構
成
す

る
大
井
川
利
水
関
係
協
議

会
の
意
見
を
集
約
し
対
話

し
て
お
り
、
環
境
影
響
に

関
す
る
28
の
対
話
項
目
の

う
ち
10
項
目
が
完
了
し
18

項
目
が
継
続
中
で
あ
る
。

　
　

引
き
続
き
対
話
を
注
視

し
、
意
見
を
述
べ
て
い
く
。

問

吉
田
町
へ
の
影
響
を
ど

う
見
て
い
る
か
。

答

国
が
設
置
し
た
リ
ニ
ア

中
央
新
幹
線
静
岡
工
区
有

識
者
会
議
が
ま
と
め
た
中

間
報
告
で
は
、「
ト
ン
ネ

ル
湧
水
量
の
全
量
を
大
井

川
に
戻
せ
ば
、
中
下
流
域

へ
の
影
響
は
極
め
て
少
な

い
」
と
推
測
し
て
い
る
。

　
　

Ｊ
Ｒ
東
海
は
、
山
梨
県

側
に
出
た
湧
水
と
同
量
を

田
代
ダ
ム
か
ら
取
水
し
大

井
川
に
戻
す
、
い
わ
ゆ
る

「
田
代
ダ
ム
案
」
を
審
議

し
て
き
た
。

　
　

対
話
項
目
の
う
ち
、
田

代
ダ
ム
案
を
含
め
て
水
資

源
に
係
る
６
項
目
は
完
了

し
て
い
る
が
、
工
事
方
法

や
リ
ス
ク
管
理
な
ど
が
適

切
に
実
施
さ
れ
る
よ
う
注

視
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

問

課
題
解
決
に
明
確
な
回

答
が
な
い
以
上
工
事
中
止

を
求
め
る
べ
き
で
は
な
い

か
。
ま
た
、
将
来
に
わ

た
っ
て
の
補
償
問
題
を
文

書
で
確
認
す
る
必
要
が
あ

る
の
で
は
な
い
か
。

答

工
事
の
影
響
と
思
わ
れ

る
瑞
浪
市
の
井
戸
枯
れ
や

水
位
低
下
、
地
盤
沈
下
、

町
田
市
の
気
泡
の
発
生
な

ど
が
報
道
さ
れ
て
い
る
。

　
　

大
井
川
の
最
下
流
に
位

置
す
る
本
町
は
、
生
活
用

水
だ
け
で
な
く
、
あ
ら
ゆ

る
産
業
に
お
い
て
水
資
源

か
ら
大
き
な
恩
恵
を
受
け

て
お
り
、
本
町
に
と
っ
て

「
命
の
水
」
で
あ
る
水
資

源
へ
の
影
響
は
「
潜
在
的

な
不
安
」
と
し
て
未
来
永

劫
続
く
も
の
と
考
え
る
。

　
　

補
償
に
つ
い
て
は
明
文

化
を
前
提
と
し
、
万
が
一

影
響
が
あ
っ
た
場
合
、
調

査
の
妥
当
性
や
信
頼
性
、

Ｊ
Ｒ
東
海
の
企
業
と
し
て

の
継
続
性
、
工
事
が
与
え

る
影
響
な
ど
考
え
れ
ば
国

の
関
与
も
必
要
と
考
え
、

県
・
流
域
市
町
と
と
も
に
国

に
申
し
入
れ
を
し
て
い
る
。

工
事
が
及
ぼ
す
影
響
に
つ

い
て
は
、
引
き
続
き
流
域

市
町
、
県
、
国
と
し
っ
か

り
連
携
し
対
応
し
て
い
く
。

　
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
事
業
が
南
ア
ル
プ
ス
の
自
然
と
大
井
川
の
水
に

影
響
が
及
ぶ
こ
と
を
心
配
す
る
。
毎
秒
２
ト
ン
も
の
ト
ン
ネ
ル
湧
水
に

よ
る
水
資
源
の
減
少
や
生
物
多
様
性
へ
の
影
響
な
ど
、
私
た
ち
の
生
活

や
産
業
に
欠
か
せ
な
い
「
命
の
水
」
を
ど
う
守
る
の
か
質
問
し
た
。

問
question

リ
ニ
ア
新
幹
線
工
事
が
当
町
に
及
ぼ
す
影
響
は

答
answer

「
潜
在
的
不
安
」
と
し
て
未
来
永
劫
続
く

大
おお

石
いし

　 巌
いわお

議
員

「命の水」と言われる大井川の水の
利用状況（静岡県資料より）
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問
question

災
害
用
井
戸
制
度
に
つ
い
て
考
え
は

答
answer

必
要
性
を
検
討
し
て
い
く

　

災
害
時
に
お
い
て
避
難
所
で
の
生
活
環
境
が
少
し
で
も
良
い
も
の

と
な
る
に
は
、
飲
料
水
、
生
活
の
た
め
の
水
や
ト
イ
レ
を
ど
う
す
る

か
が
重
要
と
な
る
と
考
え
る
。
そ
こ
で
、
吉
田
町
地
域
防
災
計
画
の

な
か
の
「
避
難
所
の
施
設
整
備
に
つ
い
て
」
質
問
し
た
。

問

井
戸
に
つ
い
て
、
避
難

所
に
お
け
る
整
備
の
状
況

や
管
理
体
制
は
ど
の
よ
う

に
な
っ
て
い
る
か
。

答

指
定
避
難
所
20
カ
所
の

う
ち
、
９
カ
所
で
整
備
さ

れ
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の

施
設
管
理
者
が
日
常
的
に

使
用
し
な
が
ら
、
管
理
を

し
て
い
る
。
発
災
に
よ
り

避
難
所
が
開
設
さ
れ
た
際

に
は
、
自
主
防
災
会
や
避

難
者
の
方
々
に
管
理
し
て

い
た
だ
く
こ
と
に
な
る
。

避
難
所
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル

の
策
定
に
お
い
て
、
管
理

方
法
な
ど
も
協
議
し
て
い

く
。

問

使
用
さ
れ
て
い
な
い
個

人
所
有
の
井
戸
も
町
内
に

は
あ
る
が
、
災
害
時
に
そ

の
井
戸
を
使
用
で
き
る
よ

う
に
す
る
た
め
の
考
え
は
。

答

個
人
所
有
の
井
戸
を
利

用
す
る
場
合
に
は
、
そ
れ

ぞ
れ
の
井
戸
に
つ
い
て
、

常
に
利
用
で
き
る
状
態
を

維
持
し
て
お
く
必
要
が
あ

る
。
災
害
時
の
利
用
に
あ

た
っ
て
は
、
個
人
の
敷
地

に
さ
ま
ざ
ま
な
方
が
入
る

こ
と
が
想
定
さ
れ
る
こ
と

か
ら
導
入
に
は
課
題
も
多

い
と
考
え
て
い
る
。

　
　

町
で
は
早
急
に
個
人
所

有
の
井
戸
の
活
用
を
導
入

す
る
考
え
は
な
い
が
、
個

人
や
事
業
所
が
所
有
す
る

井
戸
を
災
害
時
に
利
用
で

き
る
こ
と
は
、
水
を
確
保

す
る
方
法
の
選
択
肢
を
増

や
す
こ
と
と
な
る
の
で
、

導
入
の
可
能
性
に
つ
い

て
、
引
き
続
き
検
討
し
て

い
く
。

問

ト
イ
レ
カ
ー
、
ト
イ
レ

ト
レ
ー
ラ
ー
な
ど
の
よ
り

快
適
な
ト
イ
レ
や
災
害
時

シ
ャ
ワ
ー
シ
ス
テ
ム
な
ど

の
物
資
を
増
や
す
た
め
に

購
入
す
る
考
え
は
。

答

ト
イ
レ
対
策
に
は
、
避

難
所
用
の
簡
易
ト
イ
レ
や

車
椅
子
対
応
組
立
式
ト
イ

レ
、
マ
ン
ホ
ー
ル
ト
イ
レ

な
ど
を
約
１
万
人
の
避
難

者
が
３
日
間
使
用
で
き
る

量
を
確
保
し
て
い
る
。
自

走
式
の
水
洗
ト
イ
レ
カ
ー

を
１
台
購
入
し
て
い
る
。

　
　

シ
ャ
ワ
ー
シ
ス
テ
ム
は

10
カ
所
の
避
難
所
に
設
置

済
み
で
あ
る
。

　
　

物
資
を
新
た
に
購
入
す

る
こ
と
は
現
時
点
で
は
考

え
て
い
な
い
。
避
難
所
運

営
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
策
定
に

お
け
る
自
主
防
災
会
な
ど

と
の
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
の

中
で
必
要
性
が
示
さ
れ
る

よ
う
で
あ
れ
ば
、
導
入
も

検
討
し
、
よ
り
良
い
避
難

所
環
境
が
整
備
さ
れ
る
よ

う
努
め
て
い
く
。

問

ト
イ
レ
ト
レ
ー
ラ
ー
を

所
有
し
、
災
害
時
に
派
遣

す
る
団
体
が
あ
る
が
、
町

は
提
携
す
る
考
え
は
。

答

自
治
体
が
災
害
時
の
派

遣
の
協
定
の
事
例
は
承
知

し
て
い
る
。
広
範
囲
で
災

害
が
あ
っ
た
時
、
県
境
を

ま
た
い
で
協
定
を
し
て
い

る
が
、
町
単
独
で
は
難
し

い
。
県
が
主
導
し
、
動
き

が
あ
れ
ば
考
え
て
い
く
。

蒔
まき

田
た

昌
まさ

代
よ

議
員

災
害
用
井
戸
制
度
と
は

　

災
害
時
に
特
に
水

道
が
断
水
し
た
場
合

に
、
地
域
住
民
が
生

活
用
水
（
洗
濯
や
ト

イ
レ
な
ど
）
を
確
保

で
き
る
よ
う
個
人
の

井
戸
を
登
録
し
、
提

供
す
る
制
度
。

町政を問う
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「
ゾ
ー
ン
30
」
と
は
、
生
活
道
路
に
お
け
る
歩
行
者
や
自
転
車
の
安
全

確
保
を
目
的
と
し
、
区
域
（
ゾ
ー
ン
）
を
決
め
て
時
速
30
キ
ロ
の
速
度

規
制
を
実
施
し
、
ゾ
ー
ン
内
に
お
け
る
ク
ル
マ
の
走
行
速
度
や
通
り
抜

け
を
抑
制
す
る
と
あ
る
。
関
係
機
関
や
管
理
者
の
役
割
を
質
問
し
た
。

問
question

「
ゾ
ー
ン
30
」
な
ど
の
要
望
へ
の
対
応
は

答
answer

自
治
会
を
通
し
警
察
と
連
携
し
対
応
す
る

問

「
ゾ
ー
ン
30
」
に
お
け

る
警
察
と
道
路
管
理
者
そ

れ
ぞ
れ
の
役
割
お
よ
び
住

民
と
の
関
連
は
。

答
「
ゾ
ー
ン
30
」の
目
的
は
、

歩
行
者
や
自
転
者
の
た
め

の
安
全
対
策
で
あ
る
。
関

連
や
役
割
お
よ
び
区
域
指

定
を
行
う
流
れ
や
関
係
機

関
は
下
記
表
に
示
し
た
通

り
で
あ
る
。
ま
た
、
道
路

の
構
造
を
変
更
し
、
ハ
ン

プ
や
狭
さ
く
な
ど
の
物
理

的
デ
バ
イ
ス
を
設
置
す
る

こ
と
で
「
ゾ
ー
ン
30
プ
ラ

ス
」
と
な
り
、
さ
ら
な
る

自
動
車
な
ど
の
速
度
規
制

が
図
ら
れ
る
こ
と
と
な
る
。

問

中
央
小
学
校
を
中
心
と

し
た
エ
リ
ア
で
の
「
ゾ
ー

ン
30
」
に
つ
い
て
、
設
定

に
至
る
経
緯
と
ど
の
よ
う

な
効
果
を
求
め
た
の
か
。

答

平
成
23
年
全
国
的
に

「
ゾ
ー
ン
30
」
設
置
の
指

示
が
あ
っ
た
。
牧
之
原
警

察
署
管
内
に
お
い
て

「
ゾ
ー
ン
30
」
設
置
の
要

望
が
あ
り
、
吉
田
町
と
牧

之
原
市
が
協
議
を
し
た
結

果
川
尻
自
治
会
か
ら
話
が

あ
っ
た
。
場
所
的
に
も
国

道
150
号
の
抜
け
道
に
な
る

こ
と
か
ら
川
尻
に
で
き
た

と
認
識
し
て
い
る
。

問

設
定
前
と
設
定
後
の
検

証
は
し
て
い
る
か
。

答

検
証
は
し
て
い
な
い
が
、

牧
之
原
警
察
署
の
報
告
で

は
、
平
成
26
年
に
設
置
し

て
、
27
年
か
ら
の
10
年
間

で
、
人
身
事
故
が
20
件
、

区
域
内
で
あ
っ
た
。
た
だ

20
件
の
内
平
成
30
年
に
１

件
重
傷
事
故
が
あ
っ
た
。

問

自
彊
小
学
校
区
で
は
、

住
宅
開
発
に
よ
っ
て
児
童

数
も
増
加
し
た
。
ま
た
青

柳
３
号
線
は
東
名
へ
の
抜

け
道
と
な
っ
て
い
る
。
道

路
幅
７
メ
ー
ト
ル
の
制
限

速
度
30
キ
ロ
道
を
大
型
の

車
が
制
限
速
度
を
超
え
て

通
る
。
ま
た
、
わ
か
ば
保

育
園
の
散
歩
道
に
も
な
っ

て
い
る
。「
ゾ
ー
ン
30
プ

ラ
ス
」
を
活
用
し
た
安

全
・
安
心
の
確
保
お
よ
び

近
隣
住
民
か
ら
の
要
望
に

町
は
対
応
す
る
か
。

答

町
は
住
民
や
事
業
者
か

ら
相
談
が
あ
っ
た
場
合
に

は
、
地
元
自
治
会
に
相
談

の
上
「
土
木
事
業
等
要
望

箇
所
調
書
」
を
作
成
し
要

望
を
す
る
。
自
治
会
を
通

じ
て
寄
せ
ら
れ
た
要
望
は

牧
之
原
警
察
署
と
連
携
し

て
対
応
を
進
め
て
い
く
。

山
やま

内
うち

　 均
ひとし

議
員

「ゾーン30」の区域指定を行う流れ
・地元自治会へ町民が要望。
・土木事業等要望箇所調書を町に提出。
・牧之原警察署交友規制審議会が開催。
・審議会で同意が得られると、静岡県警察本部交通規制課に上申。
・静岡県公安委員会の決定を得て指定。

「ゾーン30」の指定されると
・警察は、道路交通法における交通規制及び規制標識、路面標示等を設置。
・道路管理者は、道路交通法以外の路面標示、標識などを設置。

一 般 質 問
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問
question

町
内
の
小
中
学
校
へ
の
不
審
者
侵
入
対
策
は

答
answer

子
ど
も
の
命
を
守
る
事
を
最
優
先
に
対
策
す
る

大
おお

石
いし

裕
ひろ

之
ゆき

議
員

①
小
中
学
校
の
校
舎
乱
入

暴
行
事
件
を
事
例
と
し
た

本
町
の
小
中
学
校
の
対
策

に
つ
い
て

問

こ
の
事
件
を
受
け
、
ど

こ
に
課
題
が
あ
る
と
分
析

し
て
い
る
か
。

答

「
保
護
者
と
の
連
携
」

「
来
訪
者
の
管
理
と
施
設

の
防
犯
体
制
」「
教
職
員

の
対
応
力
」
が
浮
き
彫
り

に
な
っ
た
と
捉
え
て
い
る
。

問

こ
の
よ
う
な
事
件
を
起

こ
さ
な
い
た
め
に
必
要
な

今
後
の
取
り
組
み
は
。

答

今
回
の
事
件
で
浮
き
彫

り
に
な
っ
た
課
題
を
踏
ま

え
、
以
下
の
3
つ
を
推
進

し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　
　
「
保
護
者
と
の
信
頼
関

係
の
構
築
」
情
報
発
信
や

学
校
行
事
な
ど
で
、
教
職

員
か
ら
積
極
的
に
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
り
、

気
軽
に
話
せ
る
関
係
性
を

構
築
し
、
保
護
者
の
心
情

に
寄
り
添
い
、
き
め
細
か

な
対
応
が
で
き
る
よ
う
に

し
て
い
く
。

　
　
「
来
訪
者
の
把
握
と
対

応
」
端
末
を
活
用
し
、

日
々
の
来
訪
予
定
者
を
周

知
す
る
。
名
札
を
首
に
か

け
る
。
危
機
管
理
意
識
を

持
ち
校
舎
内
を
動
く
な

ど
、
実
効
性
の
あ
る
対
策

を
と
っ
て
い
く
。

　
　
「
不
審
者
対
応
マ
ニ
ュ

ア
ル
の
理
解
と
実
践
」
全

教
職
員
が
理
解
し
、
緊
急

時
に
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
沿
っ

た
行
動
を
取
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
し
て
お
く
こ

と
が
重
要
で
、
防
犯
訓
練

や
研
修
に
よ
り
、
実
効
性

の
あ
る
も
の
に
し
て
い
く
。

②
重
度
障
が
い
者
児
医
療

費
助
成
制
度
の
拡
充
に
つ

い
て

問

本
制
度
の
町
内
で
の
現

状
は
。

答

心
身
に
重
度
の
障
が
い

の
あ
る
方
々
の
医
療
費
を

助
成
す
る
こ
と
で
、
経
済

的
負
担
を
軽
減
し
、
そ
の

療
育
を
推
進
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
る
。
本
町

で
は
県
と
同
様
の
基
準
の

助
成
内
容
で
あ
る
。

問

現
在
生
じ
て
い
る
地
域

間
格
差
に
つ
い
て
ど
う
考

え
て
い
る
か
。

答

現
在
、
県
内
35
市
町

中
、
県
基
準
ど
お
り
が
本

町
を
含
め
20
市
町
。
県
基

準
に
単
独
で
上
乗
せ
し
て

い
る
の
が
15
市
町
で
あ

る
。
こ
の
制
度
は
、
各
市

町
が
実
状
に
応
じ
、
総
合

的
に
判
断
し
た
制
度
で
あ

り
、
結
果
各
市
町
で
制
度

内
容
が
異
な
る
状
況
に
あ

る
。
県
が
補
助
制
度
の
統

一
を
検
討
す
べ
き
と
考
え

る
。

問

療
育
手
帳
の
助
成
制
度

を
段
階
的
に
拡
充
し
て
い

く
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

答

他
の
自
治
体
の
上
乗
せ

状
況
を
精
査
し
、
バ
ラ
ン

ス
や
公
平
性
も
考
え
、
今

後
調
査
研
究
し
て
い
く
。

　

①
東
京
都
立
川
市
立
小
学
校
で
５
月
８
日
に
発
生
し
た
、
校
舎
内

乱
入
暴
行
事
件
を
事
例
と
し
た
本
町
の
小
中
学
校
の
対
策
に
つ
い
て
、

②
地
域
間
格
差
が
生
じ
て
い
る
、
重
度
障
が
い
者
児
医
療
費
助
成
制
度

の
療
育
手
帳
の
助
成
制
度
拡
充
に
つ
い
て
提
案
と
質
問
を
し
た
。

町政を問う
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学
校
に
お
け
る
水
泳
学
習
は
義
務
教
育
の
教
育
課
程
に
入
っ
て
い
る

が
、
最
近
は
「
プ
ー
ル
授
業
を
中
止
す
る
」
と
い
う
学
校
の
ニ
ュ
ー
ス

も
入
っ
て
く
る
。
プ
ー
ル
の
老
朽
化
や
維
持
管
理
費
、
教
員
の
負
担
軽

減
な
ど
、
自
治
体
ご
と
に
問
題
が
あ
る
こ
と
か
ら
質
問
し
た
。

問
question

今
後
の
プ
ー
ル
授
業
に
つ
い
て
ど
う
考
え
る
か

答
answer

今
後
も
水
泳
授
業
を
継
続
し
て
い
く
方
針

問

プ
ー
ル
授
業
の
実
施
状

況
や
効
果
は
。

答

水
泳
の
授
業
は
、
小
学

校
で
は
必
修
と
な
っ
て
お

り
、
中
学
校
に
お
い
て

は
、
１
年
生
、
２
年
生
で

必
修
、
３
年
生
で
は
、
選

択
し
て
履
修
で
き
る
よ
う

に
規
定
さ
れ
て
い
る
。
６

月
か
ら
７
月
に
か
け
て
10

時
間
程
度
を
計
画
。

問

水
泳
指
導
の
実
施
状
況

や
効
果
は
。

答

小
学
校
低
学
年
で
は
、

も
ぐ
っ
た
り
、
浮
か
ん
だ

り
す
る
基
本
的
な
動
き
を

身
に
付
け
る
。
中
学
年
に

な
る
と
、「
け
伸
び
」
や

「
ば
た
足
」
を
し
た
り
、

呼
吸
を
し
な
が
ら
手
足
を

動
か
し
て
進
む
こ
と
を
覚

え
、
高
学
年
で
は
、
ク

ロ
ー
ル
、
平
泳
ぎ
な
ど
の

泳
法
を
身
に
付
け
る
。
中

学
校
で
は
、
小
学
校
の
学

習
を
基
に
高
い
技
術
を
身

に
付
け
て
行
く
。　
　
　

　

ま
た
、
安
全
確
保
に
つ

な
が
る
運
動
と
し
て
背
浮

き
の
姿
勢
を
崩
さ
ず
長
く

浮
い
た
り
、
息
を
止
め
て

浮
き
沈
み
を
し
た
り
す
る

こ
と
も
取
り
入
れ
て
い
る
。

　
　

水
難
事
故
に
よ
っ
て
生

命
に
か
か
わ
る
危
険
か
ら

身
を
守
る
上
で
も
不
可
欠

な
ス
キ
ル
で
あ
り
、
安
全

確
保
に
つ
な
が
る
運
動
で

あ
る
事
か
ら
、
学
ぶ
こ
と

の
重
要
性
は
高
い
。

　
　

課
題
は
、「
安
全
管
理
」

と
「
時
数
確
保
」。

問

水
泳
授
業
の
重
要
性
や

メ
リ
ッ
ト
は
。

答

全
身
運
動
と
い
う
特
徴

か
ら
体
全
体
の
筋
肉
を
バ

ラ
ン
ス
よ
く
使
っ
て
体
力

や
心
肺
機
能
の
向
上
が
図

る
事
。
水
中
で
体
を
動
か

す
こ
と
に
よ
り
、
陸
上
で

は
得
ら
れ
な
い
平
衡
感
覚

や
、
手
足
を
バ
ラ
ン
ス
よ

く
動
か
す
協
応
性
の
発
達

を
促
す
効
果
が
あ
る
。

問

小
中
学
校
プ
ー
ル
の
維

持
管
理
状
況
と
今
後
の
計

画
は
。

答

シ
ー
ズ
ン
中
の
日
常
管

理
と
し
て
塩
素
濃
度
や
水

温
・
気
温
の
測
定
、
浮
遊

物
や
循
環
ろ
過
機
の
稼
働

状
況
な
ど
の
確
認
、
シ
ャ

ワ
ー
の
点
検
、
プ
ー
ル
サ

イ
ド
の
清
掃
な
ど
を
毎
日

実
施
し
衛
生
的
な
環
境
を

保
つ
よ
う
努
め
て
い
る
。

　
　

シ
ー
ズ
ン
終
了
後
も
防

火
用
水
と
し
て
水
を
溜
め

た
状
態
で
管
理
し
て
い

る
。
学
校
で
は
毎
月
施
設

の
安
全
点
検
を
実
施
、
水

漏
れ
な
ど
の
異
常
を
発
見

し
た
時
は
教
育
委
員
会
と

連
携
し
、
速
や
か
に
対
策

を
講
じ
て
い
る
。

問

今
後
の
プ
ー
ル
授
業
に

つ
い
て
ど
う
考
え
る
か
。

答

本
町
で
は
、
現
状
に
お

い
て
各
学
校
の
プ
ー
ル
は

使
用
が
可
能
で
あ
り
、
体

力
の
向
上
や
生
命
を
守
る

た
め
の
重
要
な
教
育
活
動

で
あ
る
と
認
識
し
て
お

り
、
今
後
も
水
泳
授
業
を

継
続
し
て
い
く
方
針
で
あ

る
。

八
や

木
ぎ

　 栄
さかえ

議
員

吉田町立吉田中学校プール

一 般 質 問
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問
question

今
後
の
中
体
連
へ
の
関
わ
り
は

答
answer

９
年
以
降
、
11
競
技
の
み
実
施

楠
くす

元
もと

由
ゆ

美
み

子
こ

議
員

問

地
域
ク
ラ
ブ
推
進
の
事

務
局
の
役
割
は
。

答

「
よ
し
活
ク
ラ
ブ
」
開

設
に
向
け
た
準
備
段
階
の

「
制
度
設
計
」、
開
設
後
の

「
運
営
管
理
」
を
担
う
。

問

吉
中
の
部
活
動
は
全
て

地
域
展
開
に
変
わ
る
の
か
。

答

8
年
度
中
に
、
休
日
の

活
動
に
つ
い
て
全
て
の
部
活

動
が
地
域
展
開
し
て
い
く
こ

と
を
目
指
す
。

　
　

現
在
、
牧
之
原
市
と
合

同
チ
ー
ム
の
野
球
部
と
サ
ッ

カ
ー
部
は
、
吉
中
単
独
チ
ー

ム
編
成
が
で
き
る
ま
で
、
平

日
、
休
日
共
に
教
員
が
顧

問
を
務
め
、
部
活
動
と
し

て
活
動
し
て
い
く
。

問

地
域
展
開
へ
の
課
題
は
。

答

①
指
導
者
の
確
保
（
体

育
協
会
、
文
化
協
会
、
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団
な
ど
の
指

導
者
は
、
現
役
の
仕
事
と

の
時
間
的
な
課
題
有
）
②

経
費
負
担（
指
導
者
報
酬
、

障
害
保
険
加
入
費
な
ど
の

経
費
が
必
要
と
な
る
。
指

導
者
報
酬
の
時
間
単
価
の

設
定
、
公
費
負
担
、
受
益

者
負
担
、
双
方
負
担
の
方

向
性
を
決
め
る
。
経
費
負

担
の
在
り
方
は
、
国
の
実

行
会
議
で
最
大
の
課
題
と

議
論
さ
れ
て
い
る
。）
③

そ
の
他
、
平
日
と
休
日
の

指
導
者
の
違
い
に
よ
る
連

携
、大
会
や
コ
ン
ク
ー
ル
、

練
習
試
合
な
ど
へ
の
対

応
、
ト
ラ
ブ
ル
発
生
時
の

対
応
な
ど
の
課
題
が
あ
る
。

　

文
科
省
の
休
日
学
校
部
活
動
の
地
域
展
開
実
現
へ
の
市
町
村
の
取
り

組
み
事
例
は
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
。
今
年
度
、
町
は
「
よ
し
活
ク
ラ
ブ
」

開
設
の
準
備
を
始
め
る
。
生
徒
の
主
体
性
活
動
の
創
出
、
費
用
負
担
の

在
り
方
、
中
体
連
へ
の
関
わ
り
な
ど
の
課
題
つ
い
て
質
問
し
た
。

町政を問う

開設後の「運営管理」とは…
① 参加者の管理
② 活動計画の管理
③ 指導者の勤務実績の管理
④ 指導者研修
⑤ 平日の地域展開に向けた準備

～「よし活クラブ」とは～
　 現 在 の 中 学 校2年 生 が、 来 年
度 に 部 活 動 を 引 退 す る 時 期 を 境
目として、地域クラブとなる「よ
し 活 ク ラ ブ 」 を 開 設 し、 休 日 の
部 活 動 か ら 段 階 的 に 地 域 へ と 展
開することを目指している。

よし活クラブ開設準備の
「制度設計」とは…

① 運営マニュアルの作成
クラブの趣旨、参加対象者、活動日・時間、
学 校 と の 連 携、 ト ラ ブ ル 対 応 な ど の 運 営
に関わる基本的な事項を示す。

② 指導者の確保
体 育 協 会 や 文 化 協 会 に 働 き か け、 人 材 リ
スト作成を試みる。

③ 経費負担の在り方の検討
指導者の報酬、協会登録費、大会参加費、
消 耗 品 等 の 購 入 費、 会 場 使 用 料、 障 害 保
険 加 入 費 な ど の 経 費 負 担 に つ い て の 考 え
方をまとめる。

④ 学校・保護者・地域との連携
地 域 展 開 の 方 向 性 に つ い て の 丁 寧 な 説 明
と理解を深めることが必要である。

吉田町立吉田中学校
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吉
田
町
議
会
議
員
定
数
等

検
討
特
別
委
員
会

　
6
年
6
月
に
当
特
別
委

員
会
が
発
足
し
て
か
ら
こ

れ
ま
で
、
川
根
本
町
へ
の

視
察
を
含
め
、
7
回
（
6

月
議
会
終
了
時
）
の
委
員

会
を
開
催
し
、
議
論
し
て

ま
い
り
ま
し
た
。
次
期
町

議
会
議
員
選
挙
に
そ
の
結

論
を
反
映
さ
せ
る
た
め
に

は
、
７
年
中
に
議
論
を
終

え
、
議
決
・
答
申
を
行
う

必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
の

た
め
、
今
後
は
、
下
記
の

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
議
論
・

調
査
を
進
め
て
行
く
こ
と

を
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
７
月
末
ま
で

に
、
「
議
員
定
数
に
関
す

る
町
民
意
見
の
収
集
」

を
、
全
議
員
が
個
々
に
実

施
す
る
こ
と
と
し
て
お
り

ま
す
。
町
民
の
皆
さ
ま
の

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。委

員
長　
八
木　
栄

令和７年度　議会改革の目標

目　標 取 組 目 標

町民意見の反映 　多様で幅広い層の町民意見を議会活動に反映できるよう、広聴や意見聴取
の新たな方法を検討し、実施する。

議会審議の充実 　より良い議案審議を行うため、全議員が必ず質疑を行う。

議会ＤＸの推進 　議案審議の活性化および議会の見える化のために議会ＤＸを推進する。

※　評価基準は『設定以上にできた ⇒ ◎、　設定どおりにできた ⇒ ○、
　　設定には足りなかった ⇒ △、　出来なかった ⇒ ×』

　吉田町議会は、議会基本条例 第６章 議会改革の推進 第 13 条 「議会は、議会改革の推進のため、年１回議会改
革の進捗や成果について、自己評価をし、公表しなければならない。」に沿って、前年度の議会改革の目標評価を
踏まえて、新年度の議会改革の目標を決めています。
　各議員が目標および取組目標とすべき内容を提出し、議会改革推進会議における議論を経て、７年度の目標お
よび取組目標を設定しました。年度末の評価において各取組目標の達成を目指して、議会改革を進めてまいります。

                                

                                

                                

                                

                                

 
委委員員会会 全全議議員員 ままととめめ 議議決決・・答答申申

全員協議会で協議

全員協議会で協議

議決

答申

意見
集約

吉吉田田町町議議会会議議員員定定数数等等検検討討特特別別委委員員会会　　ススケケジジュューールル表表

方法等
協議

町民意見の
収集

結論

結論

１１１１月月１１２２月月５５月月 ６６月月 ７７月月 ８８月月 ９９月月 １１００月月

町町民民意意見見のの収収集集

議議員員定定数数

議議員員報報酬酬・・政政務務活活動動費費

そそのの他他のの議議論論

４４月月

委
員
会
報
告

令和７年令和７年
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※本紙に記載している数値につきましては、一部千円以下を切り捨てして万円単位で表記しています。

まちの話題

５月8日（木）、9日（金）、10日（土）　住吉会館
住吉わっぱくらぶ「住吉わっぱ宿」

５月29日（木）、30日（金）、31日（土）　長源寺
自彊わくわく教室「自彊わくわく宿」

5月18日（日）　川尻会館
第29回文化祭

6月14日（土）、15日（日）　片岡会館
片岡ふれあい文化展

議会広報特別委員会
委員長　　楠元由美子　　　副委員長　蒔田　昌代　
委　員　　大石　裕之　　大石　巌　　平野　積　　八木　栄　　山内　均　

第3回定例会（9月）のご案内
　令和７年第３回吉田町議会定例会は９月１日（月）に開会予定です。
　傍聴はどなたでもできます。当日役場４階議会事務局にて受付を済まし、５階傍聴席へご入場ください。
お待ちしております。� 問い合わせ先　　議会事務局　３３－２１４１

河原崎 曻司議員逝去

No.180024
使用部位：インキ

議会だより第117号記載記事について、誤記がありましたことお詫び申し上げます。
以下のとおり訂正致します。　
P6　　コミュニティ助成事業費　「△5,700万円」を「△570万円」に訂正致します。

　河原崎曻司議員（81歳）が、去る４月12日にご逝去されました。故河原崎議員は、平
成７年に初当選され、８期に渡り町民の福祉向上と町政発展のためにご尽力されました。
　ここに、謹んで哀悼の意を表し、心よりご冥福をお祈り申し上げます。
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